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 遠
とお

くの水
すい

平
へい

線
せん

で、霧
きり

のようなしぶきをあげている不思議
ふ し ぎ

な生
い

き物
もの

クジラ。クジラは、人間
にんげん

と同じ
おな  

ように空気
く う き

を吸って
す   

生
い

きているほ乳類
  にゅうるい

です。キュイキュイ、ウォーンといった鳴
な

き声
ごえ

で会
かい

話
わ

する

クジラもいます。その声
こえ

を聞
き

き、そのすがたを見
み

れば、たいていの人
ひと

はクジラのとりこになってし

まいます。  

 

ねずみとくじら 
ウィリアム・スタイグ 作 せた ていじ やく 評論社 Ｅ－ス 

 うみがだいすきなねずみのエーモスは、りっぱなふねをつくり、ふなでしました。あるばん、か

んぱんからほしぞらをながめていたエーモスは、ふねからうみにおちてしまいます。おおうなばら

のまんなかにとりのこされたエーモスのまえに、 1
いっ

とうのおおきなくじらがあらわれて「きみは、

なにざかなだい？」とたずねました。 

 

クジラと海とぼく  
水口 博也 文 アリス館 ４８９－ミ 

 大阪
おおさか

で生
う

まれ育
そだ

ったぼくは、夏
なつ

がくるといつも母親
ははおや

の実
じっ

家
か

である徳島県
とくしまけん

の海
うみ

辺
べ

の町
まち

ですごした。

この小
ちい

さな町
まち

で、沖
おき

から水
みず

揚
あ

げされた魚
さかな

やウミガメの産卵
さんらん

を目
め

にし、ぼくは海
うみ

のなかの世
せ

界
かい

への

あこがれが強
つよ

くなっていった。中
ちゅう

学
がく

生
せい

になったある日
ひ

、テレビで見
み

たクジラの群
む

れの映像
えいぞう

に、ぼ

くの目
め

は釘
くぎ

づけになった。 

 

 

 

 



シップ船長とくじら 
かどの えいこ さく 偕成社 ９１３－カ  

 おやすみのひシップ船
せん

長
ちょう

は、じょうずに、なんびきもさかなをつりあげている男
おとこ

の子
こ

に声
こえ

をか

けました。シップ船
せん

長
ちょう

は男
おとこ

の子
こ

とならんでつりをしましたが、さかなは一
いっ

ぴきもかかりません。

まけずぎらいのシップ船
せん

長
ちょう

は、でっかい海
うみ

にくじらをつりにいくとするか、といいました。 

 

ぼくのクジラ 
キャサリン・スコウルズ 作 百々 佑利子 訳 文研出版 ９３３－ス 

 サムは、あらしのあとの浜
はま

辺
べ

で、じっとよこたわるクジラを見
み

つけた。まるい背
せ

は太陽
たいよう

にさらさ

れ、その上
うえ

をカモメがぐるぐるせんかいしている。誰
だれ

もいない浜
はま

辺
べ

で、サムは水
みず

をすくい、クジラ

のかわいた背
せ

にかけてやった。「きみはクジラ？それともサメ？」クジラが、サムを見
み

かえした。                     

  

           

くじらのあかちゃん おおきくなあれ 
神沢 利子 文 あべ 弘士 絵 福音館書店 Ｅ－ア 

 しずかなみなみのうみに、ざとうくじらのおかあさんがいます。「あかちゃんはどこにいるの」

とみかづきさんがこえをかけ、くじらのおかあさんは「あなたがまあるくなるころに、うまれてく

るでしょう」とこたえました。みかづきさんが、まんまるになったそのよる、あかちゃんはおなか

から、そとのうみへとすべりでました。 

 

ともだちは海のにおい 
工藤 直子 作 理論社 ９１３－ク  

 星
ほし

をかぞえながらゆるゆる泳
およ

ぐいるかのあたまが、こつんとなにかにあたった。用心
ようじん

ぶかく眺
なが

め

ていると、くろいカベのようなくじらが「さびしいくらいしずかだと、だれかとビールを飲
の

みたく

なる」と呟
つぶや

いた。いるかはくじらにはなしかけた。「ぼくといっしょに飲
の

まない？」くらい夜
よる

の海
うみ

で同
おな

じきもちのいるかとくじらがであった。 

 


